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フッ化物応用への学術的支援の要請について

　新緑の候、貴台におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

私たち○○会は、むし歯予防のためのフッ化物応用を積極的に推進するために、市民に正しい情報提供を行い、実施にむけて尽力するボランティア団体です。市民が生涯を通じておいしくものが食べられ、健康な生活を送れるよう目指した「県民歯の健康プラン」を、市民レベルで支持し，県民の歯・口腔の健康の確保に努め，全身の健康の保持増進に寄与するために活動することを目的として組織いたします。
　国や日本歯科医師会は8020運動を進めており、「健康日本２１」で国民の目標を挙げています。それらすべての出発点は歯を健康に保つ，つまり，むし歯にならないように予防をしっかりすることです。
　私達は、国民全体が正しい知識を持ち，優れた方法で健康である政策が進められるよう努力します。特に，公衆衛生的に優れたフロリデーション（水道水フッ化物濃度適正化）をはじめとするフッ化物の利用を広めようとするものです。私達はこの活動で、諸外国では常識となっているむし歯は過去の病気である世界を実現したいと考えております。
県内でのフッ化物応用はまだまだ十分進んでいないのが現状です。フッ化物に関する正確な情報を地域に伝え、フロリデーションが受け入れられるような土壌を作ってゆくことが必要であると思います。

　今回、第51回日本口腔衛生学会総会で出されたフッ化物応用に関する声明に基づき、貴学会に学術的支援を要請いたします。

